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古
今
東
西
を
通
じ
て
「
天
変
地
異
」
が
歴
史
の
歩
み
に
大
き
な

影
響
を
も
た
ら
し
た
事
例
に
は
こ
と
欠
き
ま
せ
ん
。
大
震
災
や
火

山
の
噴
火
な
ど
の
地
殻
変
動
、
豪
雨
や
干
ば
つ
と
い
っ
た
異
常
気

象
、
疫
病
の
流
行
な
ど
と
の
絶
え
ざ
る
格
闘
が
、
人
類
の
歴
史
の

す
べ
て
と
ま
で
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
か
な
り
の
部
分
を
占
め

て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
年
は
大
阪
府
北
部
や
北
海
道
で
の
地
震
、
過
去
最
大
級
と
言

わ
れ
る
台
風
の
襲
来
、
広
島
県
を
中
心
と
し
た
西
日
本
で
の
豪
雨

な
ど
が
あ
い
つ
ぎ
、
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
蒙
り
ま
し
た
。
過
去

の
経
験
か
ら
学
ん
で
一
定
の
対
策
を
取
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
そ

の
つ
ど
「
想
定
外
」
と
い
う
言
葉
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
歴
史
学
は
対
処
療
法
的
な
施
策
の
提
供
を
直
接
の
目

的
と
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
が
い
ま
直
面
し
て

い
る
地
球
環
境
の
変
動
を
た
え
ず
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
地
道
に
歴
史
学
の
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
号
に
は
教
員
に
よ
る
論
文
二
本
と
研
究
ノ
ー
ト
一
本
を
掲
載

し
ま
し
た
。
穏
や
か
な
時
候
の
折
り
に
で
も
、
じ
っ
く
り
と
ご
味

読
く
だ
さ
い
。�

（
松
下
孝
昭
）

平
成
三
〇
年
一
一
月
二
二
日
印
刷

平
成
三
〇
年
一
一
月
三
〇
日
発
行

『
神
女
大
史
学
』　
第
三
五
号

編
集
者　

神
戸
女
子
大
学
史
学
会

代
表
者　

吉　

村　

真　

美

発
行
所　

神
戸
女
子
大
学
史
学
会

〒
六
五
四
―
八
五
八
五　

神
戸
市
須
磨
区
東
須
磨
青
山
二
―

一

電
話（
〇
七
八
）七
三
一
―
四
四
一
六（
代
）

印
刷
所　

交
友
印
刷
株
式
会
社

〒
六
五
〇
―
〇
〇
四
七　

神
戸
市
中
央
区
港
島
南
町
五
―

四
―

五

電
話（
〇
七
八
）三
〇
三
―
〇
〇
八
八




